
藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

新
た
な
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
推
進

13
地
区
の
特
性
を
生
か
す

議会を傍聴しませんか
　閉会中に開催する諸会議は下の日程表のとおり、６月定例会は右の日程表のとおり開
催する予定です。なお、日時等は、変更になることもありますので、詳しい内容については、
下記へお問い合わせください。
　また、手話通訳及び要約筆記を希望される方は、傍聴希望日の５日前（土日祝日を除く）
までに、申込書（ホームページ掲載・議会事務局にて配付）によりお申込みください。
　［問合せ］議会事務局　議事課
	 ☎0466-25-1111	内線5621～ 2	
	 FAX	0466-24-0123
	 Eメール	fj-giji@city.fujisawa.lg.jp

請願と陳情のご案内
　6月定例会では、次の日時までに
提出されたものを審査します。また、
請願者と陳情者は、希望により委員
会において趣旨説明（意見陳述）を
行うことができます。
　請願　5月	 31日	（水）正午まで
　陳情　6月	 5日	（月）午後 5時まで
※提出方法については議会事務局	
議事課にお問い合わせください。

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

　

少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
行
す
る
中
、
２
０
２
５
年
問

題
に
対
応
す
る
た
め
、
藤
沢
型

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

本
市
で
は
、「
誰
も
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
そ
の
人

ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
」
を
将

来
像
と
し
、
全
世
代
・
全
対
象

型
、
13
地
区
の
特
性
に
応
じ
た

地
域
づ
く
り
、
地
域
を
拠
点
と

し
た
相
談
支
援
体
制
の
確
立
と

い
う
独
自
の
基
本
理
念
の
も
と

に
、
藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
取
り
組
み
の
中
期
目
標

で
あ
る
２
０
２
５
年
ま
で
に
は
、

行
政
の
責
任
と
し
て
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
基
盤
の
整
備
と
強
化
及

び
多
様
な
主
体
と
行
政
が
連
携

し
た
地
域
活
動
の
推
進
と
そ
の

取
り
組
み
を
支
え
る
仕
組
み
づ

く
り
を
柱
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
施
策
等
を
総
合
的
に

検
討
し
、
藤
沢
型
の
基
盤
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。
平
成
28
年

度
は
、
市
の
考
え
方
を
地
域
に

伝
え
、
意
見
を
い
た
だ
く
中
で
、

町
へ
の
思
い
や
情
熱
を
受
け
止

め
共
有
し
て
き
た
。

　

29
年
度
か
ら
は
、
13
地
区
の

特
性
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
に
、

住
民
の
熱
い
思
い
を
形
に
で
き

る
よ
う
、
地
域
の
つ
な
が
り
を

重
視
し
た
マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
新
た
な
支
え
合

い
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　

藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
か
な
め
と
も
言
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
（
以
下
「
Ｃ
Ｓ
Ｗ
」（

日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

　

ご
み
の
減
量
、資
源
化
、

再
利
用
を
市
民
や
市
内
事
業
者

と
共
同
し
て
進
め
、
ご
み
焼
却

と
い
う
。）が
モ
デ
ル
地
区
に
配

置
さ
れ
て
い
る
が
、
効
果
と
課

題
及
び
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　

３
カ
所
の
モ
デ
ル
地
区

に
お
い
て
、
平
成
28
年
12
月
ま

で
に
延
べ
９
５
９
件
の
相
談
を

受
け
、地
域
住
民
や
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
初
め
と
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
関
係
機
関
と
連
携
し
、

支
援
が
必
要
な
世
帯
を
早
期
に

把
握
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
地

域
生
活
の
継
続
に
向
け
た
支
援

や
関
係
機
関
等
に
お
け
る
地
域

課
題
の
共
有
に
つ
な
が
っ
た
。　

　

課
題
と
し
て
、
地
域
の
中
に

Ｃ
Ｓ
Ｗ
と
い
う
存
在
を
浸
透
さ

せ
る
こ
と
、
住
民
に
地
域
課
題

へ
の
気
づ
き
を
促
し
、
解
決
を

図
ろ
う
と
す
る
活
動
に
参
加
す

る
動
機
づ
け
に
つ
な
げ
る
こ
と

な
ど
、
地
域
づ
く
り
に
結
び
つ

く
取
り
組
み
を
広
げ
る
必
要
が

あ
る
。

　

ま
た
、
地
域
を
基
盤
と
し
た

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
実
践
で

き
る
人
材
を
計
画
的
に
育
成
し
、

各
地
区
に
お
け
る
活
動
の
経
験

を
蓄
積
し
て
共
有
を
図
る
こ
と

を
藤
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
と

と
も
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
今
後
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の

配
置
地
区
を
拡
大
し
、
藤
沢
型

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
短
期
目
標
で
あ
る
32
年
ま

で
に
全
地
区
を
カ
バ
ー
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

（
ふ
じ
さ
わ
新
政
会
）

　

持
続
可
能
な
循
環
型
社

会
の
構
築
に
向
け
た
環
境
行
政

を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

環
境
教
育
が
重
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

市
で
は
、
平
成
26
年
４

月
に
、
破
砕
処
理
、
資
源
化
、

環
境
啓
発
の
役
割
を
持
つ
総
合

的
資
源
循
環
施
設
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
藤
沢
を
開
設
し
、

学
び
の
場
や
機
会
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
市
民
団
体
、
事
業

境
教
育
を
通
じ
た
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

（
藤
沢
市
公
明
党
）

　

認
知
症
予
防
事
業
の
参

加
者
を
ふ
や
す
た
め
の
普
及
啓

発
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。ま
た
、

認
知
症
の
方
を
地
域
で
支
え
る

意
識
の
醸
成
に
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
、
市
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

　

認
知
症
予
防
事
業
に
お

け
る
啓
発
に
つ
い
て
は
、
講
座

や
教
室
を
初
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
設
け
、
認
知
症
予
防
の

理
解
や
予
防
の
た
め
の
生
活
の

工
夫
に
つ
い
て
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
身
体
活
動
の
促
進
と

あ
わ
せ
て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、
普
及
啓
発
に
努
め
て
い

る
。
今
後
も
、
13
地
区
ご
と
に

認
知
症
予
防
講
座
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
の
通
い
の

場
で
の
講
演
会
を
実
施
す
る
な

ど
、
身
近
な
地
域
で
の
普
及
啓

発
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。ま
た
、

継
続
し
て
認
知
症
予
防
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
高
齢
者
の
通
い

の
場
で
の
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
の
実

施
や
、
地
域
団
体
へ
の
講
師
の

派
遣
な
ど
、
市
民
主
体
の
取
り

組
み
へ
の
支
援
を
進
め
て
い
く
。

　

一
方
、
認
知
症
の
方
や
そ
の

家
族
を
地
域
で
支
え
る
体
制
づ

く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
度
に
認
知
症
ケ
ア
パ
ス

を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
は
、
認
知
症

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
不
安

軽
減
の
た
め
、
症
状
、
予
防
、

接
し
方
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識

や
医
療
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相

談
窓
口
等
を
ま
と
め
た
冊
子
で

あ
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
や
地
域
の
関
係
団
体
等
に
配

付
す
る
と
と
も
に
、
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
の
協
力
に
よ

り
高
齢
者
世
帯
へ
の
配
付
を
行

っ
て
き
た
。
今
後
は
、
定
期
的

に
内
容
の
充
実
を
図
り
、
よ
り

多
く
の
方
に
周
知
し
て
い
く
。

を
最
小
限
に
抑
え
る
と
と
も
に
、

本
来
税
金
で
実
施
す
べ
き
ご
み

処
理
は
、
手
数
料
有
料
化
を
廃

止
し
、
当
面
は
半
額
と
す
る
べ

き
だ
が
、
市
の
考
え
を
聞
き
た

い
。　

市
民
と
共
同
し
た
ご
み

焼
却
抑
制
に
つ
い
て
は
、
生
ご

み
処
理
機
の
購
入
補
助
制
度
の

導
入
、
ご
み
分
別
ア
プ
リ
や
動

画
の
配
信
、
小
学
生
へ
の
啓
発

等
を
実
施
し
、
ご
み
の
減
量
・

資
源
化
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
改
定
を
予
定
し

て
い
る
藤
沢
市
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
に
定
め
る
減
量
目

標
等
の
達
成
に
向
け
た
基
本
施

策
を
推
進
す
る
中
で
、
ご
み
の

減
量
・
資
源
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

ご
み
処
理
有
料
化
は
、
ご
み

の
発
生
抑
制
、
減
量
・
資
源
化

の
促
進
を
目
的
に
実
施
し
て
き

た
。
実
施
後
も
検
証
を
行
い
、

減
免
世
帯
の
拡
大
、
資
源
の
出

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
、
資

源
品
目
の
拡
大
に
よ
る
市
民
負

担
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

　

人
口
が
増
加
す
る
中
で
も
家

庭
系
ご
み
の
排
出
量
が
横
ば
い

で
推
移
す
る
な
ど
、
継
続
的
に

大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

手
数
料
の
廃
止
や
減
額
に
つ
い

て
は
、
ご
み
分
別
、
減
量
・
資

源
化
へ
の
意
識
が
希
薄
に
な
る

な
ど
の
現
象
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
醸
成
さ
れ

て
き
た
環
境
意
識
を
次
世
代
に

継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
、
現

在
の
体
系
を
維
持
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

　

市
長
は
、
施
政
方
針
に

お
い
て
、
健
康
増
進
、
介
護
予

防
等
の
促
進
と
し
て
フ
レ
イ
ル

予
防
を
進
め
る
と
表
明
し
て
い

る
。
健
康
長
寿
社
会
を
つ
く
る

上
で
は
、
高
齢
期
に
入
る
前
か

ら
フ
レ
イ
ル
予
防
と
認
知
症
予

防
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
聞
き

た
い
。

　

フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い

て
は
、
健
康
で
豊
か
な
長
寿
社

会
を
築
い
て
い
く
た
め
の
重
要

な
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
フ
レ
イ
ル
予
防

や
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
は
、

成
人
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
切
れ

目
な
く
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
成
人
期
か

ら
の
生
活
習
慣
改
善
や
身
体
活

動
の
促
進
、
食
生
活
や
口
腔
機

能
の
維
持
な
ど
に
つ
い
て
、
普

及
啓
発
や
相
談
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
と
連
携
し
て
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
、

ま
ず
は
生
活
習
慣
病
予
防
対
策

と
し
て
、
身
体
活
動
・
運
動
や

食
生
活
、
喫
煙
や
口
腔
な
ど
の

分
野
の
推
進
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
生
活
習
慣
病
予
防
、
重

症
化
予
防
の
支
援
体
制
の
充
実

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
た
め
、

関
係
機
関
や
団
体
等
と
の
調
整

を
図
っ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

で
フ
レ
イ
ル
予
防
の
普
及
啓
発

を
図
る
と
と
も
に
、
13
地
区
で

の
認
知
症
予
防
講
座
や
高
齢
者

の
通
い
の
場
に
お
け
る
介
護
予

防
講
演
会
な
ど
を
実
施
し
、
身

近
な
地
域
で
フ
レ
イ
ル
予
防
や

認
知
症
予
防
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
学
べ
る
機
会
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

減量・資源化を促進
ごみ処理手数料
現在の体系を維持する

者
等
と
の
協
働
に
よ
る
環
境
イ

ベ
ン
ト
や
、
幼
稚
園
等
に
お
け

る
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
中
学
校
で
は
学
校
生

活
の
中
で
環
境
に
配
慮
し
た
生

活
を
送
る
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。

　

環
境
教
育
の
重
要
性
に
つ
い

て
は
、
市
政
運
営
の
総
合
指
針

２
０
２
０
の
基
本
目
標
に
お
い

て
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
の
資
源
を
次
世
代

に
継
承
す
る
た
め
、
環
境
教
育

の
推
進
を
図
る
こ
と
の
必
要
性

を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
改
定

予
定
の
環
境
基
本
計
画
に
お
い

て
も
、
引
き
続
き
、
学
校
や
地

域
、
事
業
所
な
ど
あ
ら
ゆ
る
社

会
の
中
で
、
環
境
教
育
、
環
境

学
習
が
推
進
さ
れ
、
環
境
を
意

識
し
た
行
動
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
を
環
境
目
標
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
。

　

今
後
も
、
持
続
可
能
な
社
会

づ
く
り
の
担
い
手
を
育
む
た
め
、

学
校
や
教
育
現
場
と
の
連
携
を

深
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
藤

沢
の
積
極
的
な
活
用
を
通
じ
、

環
境
に
つ
い
て
体
系
的
に
学
べ

る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
、
環

開 催 日 開会時刻 会　議　名 

 4月26日（水）
9：30 議会運営委員会

議会運営委員会
終了後 議会改革検討会

5月11日（木）
10：00 5月臨時会（第1回）本会議

本会議休憩中 議員全員協議会
22日（月） 10：00 5月臨時会（第2回）本会議

26日（金） 13：00 災害対策等特別委員会
（水防訓練現地視察）

30日（火） 9：30 藤沢都心部再生・
公共施設再整備特別委員会

31日（水）   14：30 議会運営委員会

閉会中に開催する諸会議 

開 催 日 開会時刻 会　議　名 
 6月5日（月） 10：00 本会議（議案の説明）

7日（水） 10：00 本会議（議案の審議など）
8日（木） 9：30 建設経済常任委員会
9日（金） 9：30 厚生環境常任委員会

12日（月） 9：30 子ども文教常任委員会
13日（火） 9：30 総務常任委員会
14日（水） 9：30 補正予算常任委員会
15日（木） 9：30 議会運営委員会
19日（月） 10：00 本会議（議決、一般質問）
20日（火） 10：00 本会議（一般質問）
21日（水） 10：00 本会議（一般質問）
22日（木） 10：00 本会議（一般質問）

23日（金）
 10：00 本会議（一般質問、議決など）
本会議終了後 広報広聴委員会

６月定例会

※各本会議の日には、9：30から議会運営委員会が開催されます。

　「ふじさわ市議会だより」は、紙面
の都合で発言の一部を掲載しています。
　詳しくは、会議録をご覧ください。
なお、会議録は、図書館、市民センター、
公民館、市政情報コーナー（湘南ND
ビル6階）、または市議会のホームペー
ジでご覧いただけます。2月定例会の会
議録は5月下旬ころから閲覧できます。
　また、目の不自由な方や読みづらい
方のために、点字と声のふじさわ市議
会だよりを発行していますので、ご希
望の方は、議会事務局議事課までご連
絡ください。

運動と頭の体操を組み合わせたコグニサイズが広がっている

ごみの減量に向けた取り組みを進める
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